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寒冷地における半促成ニラのビニール被覆時期および被覆方法

阿部  隆・高橋 慶一

(岩手県園芸試験場 )

EfFect oF Coverig Time alld Method with P188tiC Film On the Orowth of Chinese Leek8

(Aniu‐ Odorun L)under the seni― Forcing Culture in the Cold Reglon

T8k88hi ABE 3nd Kelichi TAん咄腱 SIII

(IWete HOrticultural Expolinlent St3● On)

-171-

昭和53年

昭和54年

Hま し が き

一般に,農家にとっては,2～ 4月 ころは労力的に比較
的余裕があり,また現金収入の少ない時期でもあることか

ら,この時期の軟弱野菜栽培に関心が高しヽ 軟弱野菜の一

つである県内産のニラの生産は,その95%が 5～10月 どり

に集中しており,県下では,消費量の最も多い 2～ 4月 は

ほとんど県外からの移入品に依存している。そこで,半促

成ニラの作型確立を図ろうとして,被覆時期および被覆方

法について検討 した。その結果を報告する。

2試 験 方 法

1 供試条件
(1)被覆時期

3年株について 2カ輝 検討した。被覆方法はパイプハウス

内2重 トンネル方式とし,夜間だけシルバーポリトウの被

覆によって保温を図った。

その結果,収穫始めは年次間差があったが,1月 15日 被

覆で2月 20日前後,2月 1日 被覆で3月 5日 前後,2月 15

日被覆で3月 10日 ～15日 ころとなり,被覆が早かった区ほ

ど収穫始めまでの生育日数が長かった。

表 1 被覆時期と収穫期

被覆時期と収量との関係をみると,被覆が遅かった区ほ

ど生育 も早 く増収傾向がみられ,3年株 5回刈の1月 13日 被

覆区328りに対 し,2月 13日 被覆区は20%増の394り であ

った。これは 1月 下旬～ 2月 中旬にかけてトンネル内の最

低温度が 0～ 2C前後であったが, 2月 下旬～ 3月 にかけ

ては3～ 5Cで経過したことによるものと考えられる。

次に温度条件と生育 との関係を知ろうとして,3台 の定

温器を用い温度を組合せ,こ れにボットを配置 し試験を実

施 した。温度設定は半促成栽培で確保可能な昼温15C,20

C,夜温 5C,9Cに 設定 し 1月 17日～ 2月 23日 まで 2回

刈で検討した。この結果高温区 (昼 20C～夜 9C)が 低温

区 (昼 15C～夜 5C)の約 2倍近い葉重を示し,特に夜温

の影響がより強 く現れた。

2年株 3回収穫

3年株 5回収穫

(a 温度条件 と生育 (昭和 53年,2年株 ,ポ ット試験 )

昼温20C,15C,夜温 9C.5Cの 組合せ

1区 2ポ ット,2回刈,ポ ットの大 きさ2,000分 の 18
13)被覆方法 (昭和 54年 ,3年株,薗場試験 )
パイプハウス内 2重 トンネル区 (対照区 )

パイプハウス内 3重 トンネル+カ ーテン区

ただし,被覆時期は 1月 31日 ,5～ 6回収穫。
14)供試品種 "グ リーンベルト"

“

)1区 面積および区制  1区 96イ  (120株 )2 EXL制
2 耕種概要
(1)は種期 昭和 52年 4月 22日 まき,同 7月 22日 定植
0)栽植様式 うね幅 120“ ,株間 20昴,条間 40昴 の 3

条植 ,株当たり7本植。ハウス利用率 533%

13)施肥量 (″ /8)元肥 :堆肥-300ん ,,炭 カルー12た,,

N-20り ,P26~30ん,,K20-16り ,追肥 :N―

064″ ,P205~016ん ,,&0-064″ ,2年 目以降は

基肥の成分量を春 と秋に分施した。

3 結果および考察

被覆時期と収穫期との関係を知ろうとして, 1月 中旬か

ら半月間隔で,被覆時期を変えた 3処理区を設け,2年株 ,
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図 : 刈とり回数別の収量

表2 温度処理と生育 (ポット試験 )
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図3 刈とり回数と生育日数 (昭和54年 )
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注 *処理開始 :1月 17日 , 1回 目刈とり:2月 3日 ,
2回目刈とり:2月 23日
( )内の数字は昼 15C,夜 5Cを 100と した場合
の指数を示す。

これらのことから54年 はパイプハウス内 2重 トンネルの

対照区に対 し, 3重 トンネルにカーテンを設置した区を設

定し保温方法の違いがニラの生育収量に及ぼす影響につい

て検討した。この結果対照区に比べ,最低温度は25～30C
高く,地温 もほぼ同様の温度差であった。これにともない

カーテン区の生育は著 しく促進 され,対照区の平均刈とり

収穫期間が 174日 に対し141日 と短縮され,4月下旬まで

刈とりが1回多い6回 となり収量も01%多 いa当 たり446り

であった。この収量差は,温度確保により葉長が促進 され

収穫回数が増加 したこととあわt茎 数,葉数の増加によ
るもので,葉幅,葉厚ではほとんど差がないかむしろ対照

区のほうがまさる傾向を示した。

図4 収量 (ん″3)(昭和 54年 )

叢 義 菫 庸 護
図5 刈とり当り平均生育対比 (対 2重 トンネル比 )

(昭和 54年 )

4 ま  と  め

半促成栽培ニラにおける被覆時期と収穫期の関係は 1月

中旬被覆で被覆後40日 前後,2月初めで32日 前後,2月 中
旬で25日前後に収穫始めがみられ,収量も同一収穫回数で

は遅い被覆ほど良好であった。

低夜温条件下では葉長,葉数の増加が劣 り, これにとも
なう収量品質の低下が著しかった。

ニラの生育に対する温度の影響は大きく特に夜温の確保

が大切である。
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